
より強い絆に　子どもたちの再会も
中
なか

城
ぐすく

村・旭市姉妹都市提携式および児童歓迎交流会

トップ選手からの指導に熱い視線1
21

　バドミントンの日本
代表選手も所属する、
ＮＴＴ東日本チームを
招いたバドミントン教
室が、総合体育館で開
かれました。市内外の
小学生から高校生まで
約160人が参加。憧れ

のトップ選手からの指導だけあって、参加者はアドバイス
を受けると、真剣な表情で「はい！」と答えていました。

熱血指導に真剣なまなざし

熱心に耳を傾ける参加者たち

がん検診の大切さを知る2
2

　飯岡保健センター
で、健康づくり講演会
が行われました。講演
を行った、日本産婦人
科学会認定医師の河西
十
と

九
く

三
ぞう

さんは、子宮頸
けい

がんについて、スクリー
ンを使って分かりやす

く説明し、がん検診の有効性を繰り返し訴えていました。

たちから送られる声援が響いていました。

　旭タッチヤング剣道
大会が、総合体育館で
行われました。市内外
から多くの参加があり、
熱気のこもった会場に
は、一瞬に勝負を懸け
る剣士たちの気合の
入った掛け声と、仲間勝負は一瞬

日ごろの鍛錬の成果を発揮！2
11

劇で発表する干潟小の児童たち

生き物調査で環境問題を考える1
26

多くの草花や動物が居て、良い環境だと分かった」などと、
パネルや劇で調査結果を発表しました。

　環境にやさしい循環
型農業を推進するサン
ライズプランの冬の交
流会が、干潟公民館で
開催されました。市内
の農地で、生き物調査
を行った滝郷小と干潟
小の４年生は「身近に

元気いっぱいの書き初めが大集合
第７回旭市子ども会書初め展

年恒例の書き初め展。今年は市内33の子ども会から
375点が寄せられ、１月22日〜28日に市民会館で

展示されました。訪れた親子は「入賞作品はやっぱりうま
い。バランスが良く元気がある」と話していました。特別賞
の受賞者は次のとおり。 ※敬称略、（　）は子ども会名。
市長賞／浅野亜美（新町下一・下二） 市議会議長賞／遠藤
江里子（新町下一・下二） 教育長賞／高木彩加（新田） 文化
協会長賞／加瀬航平（宿天神） 青少年相談員会長賞／野口
晴
はる

生
み

（後草） 市子連会長賞／佐藤和
にこ

杏
あ

（新川）

新
目当ての作品を見つけ、喜ぶ親子

提携書を手に握手を交わす浜田村長（左）と明智市長（右）

すごろくを楽しむ児童たち（干潟小）

好市村として交流してきた沖縄県中城村の浜田京介
村長をはじめとする関係者が２月15日、旭市を訪れ

姉妹都市提携を結びました。浜田村長は「絆を深め、子ど
友
もたちが大人になっても協力し合
えるようになれば」と話しました。
　また一緒に訪れた同村の児童
12人が、昨夏沖縄で親交を深め
た中央小、琴田小、干潟小の児童
20人と再会、交流しました。
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ASAHI Topicsトピックス

種　目 順位 氏　名 タイム

２㎞ 親子
3 花澤淳・歩

あゆ

武
む 7'33"

9 江波戸毅・憧
しょ

音
おん 7'47"

10 大森茂樹・陸登 7'53"

３㎞
男子

小学生
5 加藤真太郎 10'53"

女子 6 大木奈美 12'23"

５㎞

男子

中学生

2 實川久
ひさ

夢
む

音
ね 16'15"

3 中原陸斗 16'22"
5 多田真一郎 16'42"
8 大橋拓実 17'02"

40 〜59歳
3 伊東重和 17'44"
5 花澤淳 17'56"
7 岩﨑良雄 18'43"

60歳以上 5 椿光喜 22'00"

女子 中学生
4 大木亜美 18'58"
7 向後由実 19'09"
9 鈴木美稀 20'04"

種　目 順位 氏　名 タイム

５㎞ 女子

39歳以下
1 畔蒜愛 20'48"
6 山口由香子 22'51"
10 佐久間友美 　24'05"

40歳以上
4 加瀬厚子 23'33"
7 疋田紀子 25'12"
10 髙木恵 25'25"

10㎞

男子
29歳以下 5 畑上陸 34'06"
50 〜59歳 10 石毛康之 41'21"
60歳以上 7 飯嶋敏夫 45'12"

女子
39歳以下 9 渡邉真理子 44'26"

40歳以上
6 鈴木なえ子 45'29"
10 清水美智子 48'08"

ハーフ

男子
29歳以下 6 石橋美規 1° 20'13"
40 〜49歳 10 宮内憲文 1° 24'50"

女子
39歳以下

1 宮﨑めぐみ  ※5連覇 1° 21'09"
9 天野かおり 1° 40'44"

40歳以上 1 神田知恵子  ※2連覇 1° 33'30"

種目別10位以内（市内在住者） ※敬称略

復
興
へ
の
祈
り
を
込
め
て
恒
例
の
マ
ラ
ソ
ン

第
23
回
旭
市
飯
岡
し
お
さ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ローガン「津波を乗り越え　復興への道」
を掲げた、しおさいマラソン大会が２月

５日に開催され、史上最多の3,461人が健脚を
競い合いました。
　東日本大震災の影響による「コース変更」「い
いおか荘での温泉入浴中止」など、紆

う

余
よ

曲折を
経て開催された今大会。家屋の解体などでさら
地も目立つコースを、ランナーは、家族や地元
の人たちの声援を受けながら、駆け抜けていき
ました。

ス

①笑顔でスタート！（10㎞の部）
②�新コースの旭地域。富浦地区では、キュウリやミニ

トマト、おはやしでランナーを出迎えた
③かつては家があった前を走るランナー

①

②

③

②

③
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